
  

 
 
 
 
  

厚生労働省は新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置づけを、令和５年

５月８日に２類相当から季節性インフルエンザなどと同じ５類に移行いた 

しました。それに伴い、医療体制や感染者の費用負担などがこれまでと 

大きく変わります。移行後の新型コロナに関する情報をまとめましたので 

お知らせいたします。 

Q＆A 

感染症法では、感染力や症状の重篤性に基づいて感染症を分類しています。 
新型コロナウイルスは、1～5 類とは別の「新型インフルエンザ等感染症」に分類され、「2 類」相当
の扱いとされてきていました。「5 類」は季節性インフルエンザなどと同じ分類で感染しても行動制
限を伴うような強力な措置がとられることはありません。 

陽性判明後の入院や外来診療にかかる費用（検査費用含む）は通常の保険診療の扱いになるため、 

自己負担額が発生します。医療費の急激な負担増が生じないよう、令和５年９月末まで特定の新型コロ

ナ治療薬の全額公費負担が継続されるほか、入院費の高額療養費適用後の最大 2 万円が減額されます。 
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・受診情報センター 対象者：体調不良者（医療機関未受診）、陽性者 
０１２０-０５６-２０３（フリーダイヤル）、２４時間受付 
＜仙台市民の方対象＞ 
・療養解除後の相談（後遺症等） 対象者：後遺症に係る相談者 
０９０-１４０３-５１６８ 受付時間 午前９時から午後５時 
・５類移行に関する専用ダイヤル 
０９０-１６６６-１０７６ 受付時間 午前９時から午後５時 

ワクチン接種は 2024 年 3 月まで公費で負担されるので、自己

負担なく受けることができます。これまで一度もワクチン接種

を受けていない方の初回接種も継続します。 

重症化リスクの高い方、医療従事者等の方、年齢などにより接

種回数が異なるのでご注意ください。9 月からのスケジュール

やワクチンの種類については、今後のウイルス変異などを考慮

して決定されます。 

「陽性者」には、感染症法に基づく外出制限や就業制限は求められません。保健所による「濃厚接触者」の特定は行

われず、外出自粛は求められません。今後外出できるかどうかは個人の判断にゆだねられますが、陽性者や濃厚接触
者の方は、下記の推奨する療養期間（健康観察期間）を参考に外出を控えることや不織布マスクの着用、ハイリスク

者との接触を控えるなど感染対策のご協力をお願いいたします。 

※令和 5 年 4 月 14 日付け厚生労働省新型コロナウイルス感染症対策推進本部「新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付け変更後の療養期間
の考え方等について （令和 5 年 5 月 8 日以降の取扱いに関する事前の情報提供）」参照 

推 奨 す る 療 養 期 間 （ 健 康 観 察 期 間 ） 

宮城県では、食の安全安心を県民総参加で取り組む「みやぎ食の安全安心県民総参加
運動」を展開しています。その運動の一環としてみやぎ食の安全安心取組宣言という
制度を行っております。その制度を活用し、自主的に感染対策に取り組む宣言を行う

飲食店に対し、感染対策取組店シールを交付しています。 
5 類移行後も新型コロナウイルスをはじめ感染症がなくなるわけではありません。 
一律に求めなないものの、感染対策としては有効です。皆さまの自主的な判断で 

実施をお願いいたします。 


